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滑
川
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
し
た
。
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〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
滑
川
市
推
進
委
員

会
で
は
、
今
年
度
も
７
月
の
強
調
月
間

を
中
心
に
様
々
な
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

６
月
30
日
、
滑
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
閣
総
理
大
臣

お
よ
び
富
山
県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

達
後
、
滑
川
市
推
進
委
員
長
の
水
野
達

夫
市
長
の
挨
拶
、
大
門
良
輔
県
議
会
議

員
の
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。
ま

た
、
第
59
回
県

中
学
生
生
活
体

験
発
表
大
会
に

先
立
ち
、
滑
川

市
代
表
の
滑
川

中
学
校
３
年
中

嶋
悠
さ
ん
が
、

「
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
の
意
義
」

を
発
表
し
、
上
田
良
美
教
育
長
か
ら
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
当
保
護

司
会
よ
り
今
年
度
も
〝
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〟
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
市

内
の
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
へ
贈

呈
し
ま
し
た
。
私
た
ち
保
護
司
は
、
更

に
犯
罪
の
な
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
心
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
富
山
県
推

進
委
員
会
主
催
の
第
59
回
県
中
学
生
生

活
体
験
発
表
大
会
が
７
月
１
日
、
富
山

市
の
タ
ワ
ー
１
１
１
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
県
内
各
地

の
代
表
16
人
が
参
加
、
滑
川
中
学
校
３

年
中
嶋
悠
（
は
る
か
）
さ
ん
が
「
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
の
意
義
」
と
題
し
て
発
表

し
、
富
山
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

中
嶋
さ
ん
は
、
生
徒
会
で
校
則
改
正

に
取
組
ん
だ
体
験
か
ら
「
自
分
た
ち
で

作
っ
た
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
守
っ
て

い
こ
う
」
と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
ま
た
、
楽

し
く
明
る
い
社
会
を
作
る
た
め
に
は
ル

ー
ル
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

訴
え
ま
し
た
。

違
い
を
認
め
尊
重
し
合
お
う
～

　
　

中
学
生
と
保
護
司
ら
で
議
論

　

７
月
25
日
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
、
恒
例
の
「
中
学
生
と
の
対
話
集

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
滑

川
・
早
月
両
中
学
校
の
生
徒
代
表
や
保

護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会
・
協
力
雇

用
主
会
員
な
ど
約
60
名
が
「
多
様
性
や

違
い
を
認
め
合
う
社
会
」
を
テ
ー
マ
に

議
論
し
、
周
囲
の
意
見
を
否
定
せ
ず
、

尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
、
を
考
え

ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ー

マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
小
林
涼
子
理
事

が
講
師
と
な
り
、
身
近
な
差
別
や
思
い

込
み
、
差
別
が
起
こ
る
背
景
、
解
決
策

な
ど
を
、
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ

の
発
表
で
は
「
外
国
籍
の
人
へ
の
偏
見

を
な
く
す
に
は
お
互
い
の
宗
教
や
文
化

を
知
る
こ
と
が
大
切
」
「
周
り
の
意
見

を
否
定
せ
ず
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
い

た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

【
創
刊
号
】
平
成
17
年
３
月
31
日
発
行

●�

「
発
刊
の
こ
と
ば
」
「
創
刊
に
よ
せ
て
」

「
発
刊
を
祝
し
て
」

●�

第
54
回
目
を
迎
え
た
滑
川
地
区
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
（
街
頭
一
斉
広
報
活
動
、
中
学

生
と
の
対
話
集
会　

他
）

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
、
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●�

ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
各
種
研
修
報
告

●�

先
輩
を
訪
ね
て
、
保
護
司
の
動
静

【
第
２
号
】
平
成
18
年
３
月
31
日
発
行

●�

保
護
司
へ
の
期
待
、
保
護
司
組
織
の
活
性
化

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
、
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●�

ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
保
護
司
の
動
静

●�

先
輩
を
訪
ね
て

【
第
３
号
】
平
成
19
年
３
月
31
日
発
行

●�

保
護
司
へ
の
期
待
、
保
護
司
会
活
動
の
課
題

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
、
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●�

富
山
県
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
in
滑
川
を
振
り
返

っ
て

●�

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

●
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
保
護
司
の
動
静

●�

先
輩
を
訪
ね
て

【
第
４
号
】
平
成
20
年
３
月
31
日
発
行

●�

地
域
に
お
け
る
連
携
に
つ
い
て
、
保
護
司
会

活
動
に
望
む

●�

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

●
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
保
護
司
の
動
静

●
先
輩
を
訪
ね
て

【
第
５
号
】
平
成
21
年
３
月
31
日
発
行

●�

保
護
司
会
活
動
へ
の
期
待
、
保
護
司
会
活
動

　 

第
73
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟 

        

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
会

中
学
生
と
の
対
話
集
会

創
刊
号
か
ら
振
り
返
る

　
「
更
生
保
護
な
め
り
か
わ
」

更生保護なめりかわ （2）令和６年３月31日発行第20号



田
中
小
学
校�

 

４
年　

赤
井
理
央
奈

　
　

身
近
な
人
か
ら
大
切
に

�

４
年　

中
嶋　

彩
乃

　

「
お
す
そ
わ
け
」
の
あ
る
社
会

東
部
小
学
校�

６
年　

深
井　

千
優

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
つ
く
る
明
る
い
未
来

�

６
年　

畠
山　
　

琳

　
　

差
別
の
な
い
社
会
へ

西
部
小
学
校�

６
年
〇
稲
垣　

光
俊

　
「
目
配
り
」「
気
配
り
」「
心
配
り
」

�

で
思
い
や
れ
る
社
会

�

６
年　

砂
原　

莉
緒

　
　

明
る
い
世
の
中
を
つ
く
る
に
は

南
部
小
学
校�

６
年
◎
神
田
こ
は
る

　
　

行
事
で
つ
な
が
る
山
加
積
地
区

�

５
年　

松
井　

彩
登

　
　

人
と
関
わ
り
な
が
ら
生
き
て
い
く

北
加
積
小
学
校�

６
年　

折
田　
　

光

　
　

あ
い
さ
つ
は
「
ま
ほ
う
の
言
葉
」

�

６
年　

辻　
　

楓
土

　
　

地
域
に
守
ら
れ
て

東
加
積
小
学
校�

６
年　

木
下　

明
里

　
　

誰
か
の
笑
顔

�

６
年　

山
本　

紘
寧

　
　

日
々
の
挨
拶
で
変
わ
る
日
常

中
学
生
の
部

滑
川
中
学
校�

３
年
〇
中
嶋　
　

悠

　
　

心
の
中
の
赤
信
号

�

３
年　

佐
藤　

季
来

　
　

つ
な
が
り

早
月
中
学
校�
３
年　

石
川　

彩
音

　
　

犯
罪
を
お
こ
さ
せ
な
い
た
め
に

�

３
年
〇
田
畑　

蒼
空

　
　

い
じ
め
の
な
い
学
校
に
す
る
た
め
に

て
し
ま
っ
て
い
る
女
性
差
別
や
、
最
近

多
く
出
て
き
て
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々

へ
の
理
解
な
ど
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
特

に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
こ
と
に
関
し
て

は
、
す
ぐ
身
近
に
も
そ
の
よ
う
な
方
は

い
る
と
思
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て
接
し
方

な
ど
を
考
え
て
学
校
生
活
を
送
り
た
い

で
す
。

滑
川
市
推
進
委
員
会
推
薦
作
品
選
考

　

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
犯
罪
や

非
行
問
題
等
に
関
し
て
日
頃
考
え
て
い

る
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
作
文
に
書

く
こ
と
で
、
本
運
動
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
次
の
作

品
を
滑
川
市
推
進
委
員
会
で
審
査
し
、

丸
印
の
応
募
者
作
品
４
点
を
県
推
進
委

員
会
へ
推
薦
し
ま
し
た
。
な
お
、
◎
印

の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
全
国

推
進
委
員
会
中
央
コ
ン
テ
ス
ト
に
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
校
と
、
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
紙
面
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小
学
生
の
部

寺
家
小
学
校�

６
年　

畝
山　

愛
生

　
　

笑
顔
の
種

�

６
年　

米
澤　

優
希

　
　

い
じ
め
は
よ
く
な
い

●
参
加
し
た
中
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

　

今
日
は
、
多
様
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
色
々
な
世
代
の
方

と
話
し
た
こ
と
で
、
沢
山
の
意
見
や
考

え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
５
番 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
、
男

女
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
人
の
意

見
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。
中
学
校
生
活
で
は
今
日
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
人
の
意
見
を
受

け
入
れ
尊
重
し
、
誰
も
傷
つ
か
な
い
よ

う
に
工
夫
し
た
い
で
す
。

　

今
日
は
意
見
交
換
が
沢
山
出
来
て
よ

か
っ
た
で
す
。
自
分
に
な
い
考
え
が
た

く
さ
ん
聞
け
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
昔
の
風
潮
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
で

選
択
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。
女
性
だ
か
ら
…
、
男
性
だ
か
ら

…
と
い
う
発
言
を
な
く
し
て
い
け
た
ら

良
い
な
と
考
え
ま
し
た
。
周
囲
の
人
に

つ
い
て
ま
ず
知
る
こ
と
。
そ
し
て
考
え

を
尊
重
す
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
は
心

が
け
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
の
話
に
は
、
な
る
ほ
ど
と
思
え
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
興
味
深
か
っ

た
で
す
。

　

今
回
、
保
護
司
や
地
域
、
滑
川
中
学

校
の
方
々
と
の
対
話
を
通
し
て
、
こ
の

日
本
と
い
う
国
は
ま
だ
ま
だ
変
わ
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
な
、
と
感
じ
ま
し

た
。
表
面
上
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
を
見
る
と
古

く
か
ら
の
習
慣
な
ど
に
よ
っ
て
根
付
い

に
望
む

●
中
学
生
と
の
対
話
集
会

●�

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

●�

ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
創
立
50
周
年
特
別
記

念
講
演
（
特
別
講
師　

桂
才
賀 

師
匠
）

●
先
輩
を
訪
ね
て
、
保
護
司
の
動
静

【
第
６
号
】
平
成
22
年
３
月
31
日
発
行

●
地
域
と
歩
む
更
生
保
護

●�

第
59
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
街
頭
広
報
活
動
）

●�

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

●
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
保
護
司
の
動
静

●
先
輩
を
訪
ね
て
、
自
主
研
修
報
告

【
第
７
号
】
平
成
23
年
３
月
31
日
発
行

●�

第
60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
街
頭
広
報
活
動
）

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
、
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
保
護
司
の
異
動

●
先
輩
を
訪
ね
て
、
自
主
研
修
報
告

【
第
８
号
】
平
成
24
年
３
月
31
日
発
行

●�

県
内
初 

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開

所
更
生
保
護
活
動
の
充
実
誓
う

●
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会
の
設
立

●�

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
街
頭
広
報
活
動
）

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
、
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
保
護
司
の
目

●�

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
、
保
護
司
の
異
動

【
第
９
号
】
平
成
25
年
３
月
31
日
発
行

●�

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
中
学
生
と
の
対
話
集
会
）

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
、
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ナ
ー
、
保
護
司
の
異
動

小
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

更生保護なめりかわ（3） 令和６年３月31日発行 第20号



【
第
10
号
】
平
成
26
年
３
月
31
日
発
行

●�

第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
中
学
生
と
の
対
話
集
会
）

●�

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

●�

犯
罪
予
防
・
広
報
活
動
の
推
進
、
各
種
研
修

の
実
施

●
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
便
り
、
保
護
司
の
異
動

【
第
11
号
】
平
成
27
年
３
月
31
日
発
行

●�

第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
中
学
生
と
の
対
話
集
会
）

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、

県
更
生
保
護
フ
ェ
ア
in
中
新
川

●
犯
罪
予
防
活
動
の
推
進
、
各
種
研
修
実
施

●
市
内
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催

●
保
護
司
の
異
動
等

【
第
12
号
】
平
成
28
年
３
月
31
日
発
行

●�

第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
中
学
生
と
の
対
話
集
会
）

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●�

各
専
門
部
会
の
主
な
事
業
・
活
動
（
総
務
・
研

修
・
地
域
活
動
・
協
力
組
織
・
学
校 

各
部
会
）

●
保
護
司
の
異
動
等　

【
第
13
号
】
平
成
29
年
３
月
31
日
発
行

●�

第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
中
学
生
と
の
対
話
集
会
）

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
、
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●�

薬
物
乱
用
防
止
市
民
講
演
会
お
よ
び
市
内
小

学
校
で
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催

●
保
護
司
の
異
動
、
各
種
研
修
の
実
施 

等

【
第
14
号
】
平
成
30
年
３
月
31
日
発
行

●
特
集
１ 

第
48
回
県
更
生
保
護
大
会
を
開
催

●�

特
集
２ 

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

�

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
中
学
生
と

の
対
話
集
会
）

●�

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

「
ダ
メ
！
ゼ
ッ
タ
イ
！
」

〜
断
る
勇
気
が
未
来
を
つ
く
る
〜

北
加
積
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　

同
小
学
校
で
の
開
催
は
、
今
年
度
で
10

年
目
と
な
り
、
６
年
生
32
人
に
オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ
や
覚
せ
い
剤
、
違
法
薬
物
の
恐
ろ

し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
児
童
に
も
分
か
り

易
い
内
容
の
ビ
デ
オ
を
利
用
し
、
ま
た
○

×
ク
イ
ズ
で
児
童
全
員
に
答
え
て
も
ら
う

こ
と
で
、
１
回
の
使
用
で
も
乱
用
で
犯
罪

に
な
る
こ
と
や
依
存
性
な
ど
、
薬
物
乱
用

防
止
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

全
員
で
「
薬
物
乱
用
は
ダ
メ
！
ゼ
ッ
タ

イ
！
」
を
３
回
唱
和
し
て
、
薬
物
に
関
わ

ら
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
薬
物
乱
用

防
止
は
、
普
段

か
ら
関
心
を
持

っ
て
対
処
す
る

こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
私
達
の

身
近
な
地
域
か

ら
薬
物
乱
用
を

許
さ
な
い
社
会

環
境
を
作
っ
て

い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
終
え
て
、
皆

さ
ん
に
感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

き
ょ
う
話
を
聞
い
て
、
薬
物
は
と
て

も
危
険
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

薬
物
乱
用
防
止
と
言
う
言
葉
は
聞
い
た

が
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。
ゲ
ー
ム
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
脳
が

と
け
る
の
と
一
緒
で
、
薬
物
が
脳
を
こ

わ
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
１
回
で
も
や

っ
た
ら
止
ま
ら
な
い
と
、
す
ご
く
こ
わ

か
っ
た
で
す
。
薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
！

ゼ
ッ
タ
イ
！
」
と
言
う
こ
と
が
良
く
わ

か
り
ま
し
た
。
な
の
で
薬
物
は
ゼ
ッ
タ

イ
し
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

か
ら
も
ら
っ
た
大
切
な
命
を
、
大
切
に

使
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
あ
ま
り

興
味
が
な
か
っ
た
け
ど
、
滑
川
地
区
保

護
司
会
の
人
の
話
を
聞
い
て
、
薬
物
乱

用
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
あ
ぶ
な
く

て
、
自
分
の
人
生
を
こ
わ
し
て
し
ま
う

こ
と
が
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。
１
回

使
っ
た
だ
け
で
も
薬
物
乱
用
に
な
り
、

依
存
し
て
し
ま
う
の
が
一
番
怖
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
中
学
校
に
入
り
ま
す

が
、
知
ら
な
い
人
に
薬
物
に
つ
い
て
聞

か
れ
て
も
、
勇
気
を
も
っ
て
断
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
薬

物
乱
用
は
「
ダ
メ
！
ゼ
ッ
タ
イ
！
」

 　

私
は
こ
の
教
室
で
、
薬
物
乱
用
の
お

そ
ろ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
本
来
、
薬

と
は
健
康
な
状
態
に
な
る
の
を
助
け
る

も
の
で
す
が
、
薬
物
を
乱
用
す
る
と
、

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に
な
っ
た
り
、
私
た

ち
の
脳
を
は
か
い
し
た
り
し
ま
す
。
一

度
壊
さ
れ
た
脳
は
、
元
に
は
も
ど
ら
な

い
そ
う
で
す
。
薬
物
に
手
を
出
し
て
し

ま
う
と
依
存
症
に
な
り
、
犯
罪
を
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
後
悔
す
る
の
は
自

分
で
す
が
、
周
り
に
め
い
わ
く
を
か
け

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
絶
対
に

手
を
出
し
て
ほ
し
く
な
い
し
、
手
を
出

し
た
く
な
い
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
★

自
分
を
大
切
に
す
る
。
★
自
分
に
自
信

を
持
つ
。
★
断
れ
る
勇
気
を
持
つ
。
こ

の
３
つ
だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
教
室
で
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

い
か
し
て
、
乱
用
を
し
な
い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

滑
川
地
区
協
力
雇
用
主
会
主
催
の

講
演
会
を
開
催

～
子
ど
も
た
ち
の
性
に
向
き
合
う
～

　

滑
川
地
区
協
力
雇
用
主
会
（
原
明 

会

長
）
は
９
月
３
日
、
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
保
護
司
会
、

更
生
保
護
女
性
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

子
ど
も
の
性
に
か
か
わ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
女
性
ク
リ
ニ

ッ
クW

e! T
O

Y
A

M
A

代
表
で
産
婦
人

科
医
の
種
部
恭
子
富
山
県
議
会
議
員
に

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
14
歳
以
下

の
出
産
や
、
親
が
乳
児
を
遺
棄
し
た
り

虐
待
し
た
り
す
る
背
景
に
は
、
助
け
を

求
め
る
サ
イ
ン
が
気
付
か
れ
ず
、
誰
に

も
相
談
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
、

と
の
こ
と
。
非
行
や
犯
罪
を
し
た
人
を

雇
用
す
る
企
業
や
、
立
ち
直
り
を
見
守

り
支
え
て
い
く
保
護
司
な
ど
の
存
在
が

必
要
で
、
「
地
域
社
会
で
受
け
止
め
て

あ
げ
る
、
あ
た
た
か
い
心
が
大
切
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

終了後に種部先生と参加者全員で記念撮影

更生保護なめりかわ （4）令和６年３月31日発行第20号



●
保
護
司
の
異
動
、
各
種
研
修
の
実
施 

等

【
第
15
号
】
平
成
31
年
３
月
31
日
発
行

●
特
集
１ 

県
更
生
保
護
フ
ェ
ア
in
滑
川
を
開
催

●�

特
集
２ 

第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

�

「
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会
、
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
（
青
木
さ
ん
に
全
国
優
秀
賞
）
、

中
学
生
と
の
対
話
集
会
」

●�

各
種
研
修
の
実
施
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の

開
催 

等

【
第
16
号
】
令
和
２
年
３
月
31
日
発
行

●�

滑
川
地
区
保
護
司
会
は
創
立
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た

●�

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
中
学
生

と
の
対
話
集
会
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
）

●
北
加
積
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

●
滑
川
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

●�

初
の
県
東
部
地
区
保
護
司
会
の
合
同
研
修

会
・
交
流
会
を
開
催

【
第
17
号
】
令
和
３
年
３
月
31
日
発
行

●
保
護
司
は
こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

●
北
加
積
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

●
滑
川
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

【
第
18
号
】
令
和
４
年
３
月
31
日
発
行

●�

第
71
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
中
学
生

と
の
対
話
集
会
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
）

●
北
加
積
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

●�

保
護
司
の
視
点
（
各
部
会
長
）
、
各
種
研
修

等
の
実
施

●
滑
川
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

【
第
19
号
】
令
和
５
年
３
月
31
日
発
行

●�

第
72
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
中
学
生
と
の
対
話
集
会
）

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、

県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

●
研
修
・
意
見
交
換
会
等
の
実
施

●
北
加
積
小
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

●
滑
川
市
更
生
保
護
女
性
会
だ
よ
り

●�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
保
護
司
の
異
動

【写真で振り返るこの１年】

� 令和５年６月下旬
“社会を明るくする運動”のぼり旗設置

� 令和５年７月２５日
中学生との対話集会より
水野市長の挨拶

� 令和５年７月２５日
中学生との対話集会 全員で記念撮影

� 令和６年２月１日
協力雇用主会研修会

� 令和５年６月２０日
富山ダルク訪問

� 令和５年６月３０日
同セレモニー 
内閣総理大臣メッセージを水野市長へ伝達

� 令和５年７月２５日
中学生との対話集会より

� 令和６年１月１６日
協力雇用主会第２回理事会

� 令和５年４月２４日
令和５年度定期総会

� 令和５年６月３０日
“社会を明るくする運動”オープニングセレモニー
開会挨拶中の水野滑川市推進委員長 (市長 )

� 令和５年７月２５日
中学生との対話集会より

� 令和５年９月３日
協力雇用主会主催講演会 種部先生

更生保護なめりかわ（5） 令和６年３月31日発行 第20号



更生保護なめりかわ （6）令和６年３月31日発行第20号

滑川市更生保護女性会だより
一人ひとりが人として尊重され社会

の一員として連帯し、心豊かに生き

られる、明るい社会を作りましょう。

（更女会 綱領）

≪ご挨拶≫ 会長 浦田節子

更女会の皆様 こんにちは。‟みんなの集い”いかがでしたか？

今年も子育て支援、ミニ集会、養得園夕食奉仕配膳、社会を明るく

する運動、日帰り研修等を楽しく更生保護に励みましょう。

令和 6 年度も笑顔で活動を！

令和５年度の行事

♦総会（4月）

♦資源回収（3月・9月）

♦保護司会との合同研修会（6月）

♦そうめん販売（6月）

♦中学生との対話集会（７月）

♦中部地方更生保護女性の集い（９月）

♦みんなの集い（10月）

♦サポートセンター移転祝賀会（11月）

♦養得園夕食奉仕（12・1・3月）

♦みんなの集い（3月）

令
和
５
年
度

受
彰
者

◆
法
務
大
臣
感
謝
状

(

更
生
保
護
女
性
会)

 

浦
田

節
子

◆
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

岩
城

武
志

◆
富
山
県
知
事
表
彰

二
口

雅
子

◆
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

阿
波
加

幹
雄

◆
中
部
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

長
森

由
美
子

◆
富
山
保
護
観
察
所
長
表
彰金

川

充

蜷
川

稔

◆
富
山
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

阿
波
加

幹
雄

松
井

愼
一
郎

( （
勤
続
十
年
保
護
司
）

更
生
保
護
女
性
会)

 

石
倉

ミ
ツ
子

◆
富
山
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

八
倉
巻
あ
け
み

◇
滑
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

阿
波
加

幹
雄

松
井

愼
一
郎

保
護
司
の
異
動

令
和
５
年
12
月
20
日
付

○
退
任

稲
垣

槇
子

【令和５年度役員】

顧 問 池田 悦子

会 長 浦田 節子

副会長 上田 君子

〃 谷 純子

書 記 長森由美子

会 計 萩原 弘美

監 査 山下美恵子

〃 石倉ミツ子

＜各地区代表役員・会員数＞

第３分団 萩原 弘美 ４名

第４分団 大田 美利 １３名

浜加積地区 二口 雅子 ３名

北加積地区 岩城 秀子 ２２名

東加積地区 谷 純子 ６名

早月加積地区 石場 弘子 ３６名

中加積地区 安本 栄子 ３名

西加積地区 砂原富美子 ７名

計 ９４名

みんなの集い子育て支援活動 子育て支援活動

中部地方更生保護女性の集い
中部地方更生保護女性の集い 資源回収

養得園夕食奉仕

（
題
字 

阿
波
加
蒼
岳
） 

（
西
加
積
地
区
）

●新住所 滑川市田中町１３２

滑川商工会議所内

○駐在員 保護司 1 名以上常駐

〇開所時間 午前１０時～午後４時

○閉所日 土・日・祝日・年末年始 他

○電話番号 ０７６－４７６－２６９０ 引っ越し作業

荷物到着

新サポートセンター

開所式

「更生保護なめりかわ」は、発刊２０号を迎えました。感謝の気持ちを込めて、本号をお届けします。

滑
川
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
し
た
。


